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巻　頭　言

　ここに名古屋外国語大学ワールドリベラルアーツセンターの活動報告書「WLAC REPORT 

2022」をお届けします。

　2015 年に発足した本センターは , 日本を含む世界のさまざまな地域の言語、文化、芸術、教育、

社会、政治等に関わる問題系を掘り起こし、21 世紀の現代に真にふさわしい教養教育の理念構

築に寄与することを目的としております。例年、本レポートでは、多くのイベントやシンポジウ

ムを紹介してきましたが、昨年にひきつづき、今年もまた、新型コロナウィルス禍のあおりを一

定程度受けました。しかし、嬉しいことには、企画の数、内容ともに前年度を上回る成果を得る

ことができたと確信しております。特筆すべき企画として挙げられるのが、特別写真展「リフカ

の手紙」および関連シンポジウム「ウッチから考えるホロコースト」（4 ～ 6 月）です。

　他方、名駅サテライトキャンパスの活性化をも狙いとしつつ、昨年度スタートしたイベント

「WlacTALK」（7 月）では、初めて主に愛知県内の高校生を招き、前回以上に充実した内容で

地域の教育に大きく貢献することができました。また、グローバルヒストリーをめぐる羽田正

氏の講演会も大きな知的刺激に満ちたものでした。本センターの研究紀要である雑誌「Artes　

MUNDI（アルテス・ムンディ）」第 8 号も無事刊行され、次年度に向けてよりいっそう知的発信

を強化したいと念じているところです。

　最後に、各イベントの開催にご尽力くださいました方々、また、ご参加くださった皆様に心よ

り御礼申し上げます。これからも地域を超えて皆さまの温かいご協力ご支援を賜れましたら幸い

です。

　2023 年 3 月

名古屋外国語大学
ワールドリベラルアーツセンター長

亀　山　郁　夫（学長）
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2022 年度　活動一覧
シンポジウム 2022 年 5 月 26 日（木）

「翻訳（ひるがえって やくす）英語圏文学とロシア文学の翻訳者が語る」
金原 瑞人（法政大学教授・翻訳家）
亀山 郁夫（名古屋外国語大学長）

大学出版部協会・名古屋外国語大学出版会・WLAC 共催

シンポジウム 2022 年 5 月 28 日（土）
「ウクライナ戦争を考える：世界や日本はどう向き合うべきか」

黒岩 幸子（岩手県立大学・特命教授）
岩下 明裕（北海道大学スラブ・ユーラシア研究センター・教授）
地田 徹朗（名古屋外国語大学世界共生学部・准教授）
大茂 矢由佳（筑波大学大学院人文社会科学研究群博士後期課程）

北海道大学 / スラブ・ユーラシア研究センター 境界研究ユニット（UBRJ）
名古屋外国語大学世界共生学部世界共生学科・WLAC
人間文化研究機構基幹研究プロジェクト「東ユーラシア研究」/
北海道大学スラブ・ユーラシア研究センター拠点（EES-SRC）
NPO 法人国境地域研究センター（JCBS） 共催

講演会 2022 年 6 月 7 日（火）
「コロナ禍のコミュニケーション～今こそ雑談を～」

庄野 俊哉 （東海テレビアナウンサー）

WLAC 主催、中日新聞社 後援

写真パネル展 2022 年 4 月 26 日（火）～ 6 月 30 日（木）
「リフカの日記 ―― ウッチ・ゲットーの少女」

東京外国語大学大学院 博士前期課程 ダブル・ディグリー修士プログラム 「公共圏における歴史（HIPS）」

名古屋外国語大学世界共生学部・WLAC 共催

シンポジウム 2022 年 6 月 18 日（土） 
「ウッチから考えるホロコースト ―― 歴史・抵抗・表象」

福元 健之 （福岡大学講師）、加藤 有子 （名古屋外国語大学准教授）
⻄村 ⽊綿 （名古屋外国語大学講師）

名古屋外国語大学世界共生学部・WLAC 共催

コンサート 2022 年 6 月 22 日（水）
「Fête de la musique」

外国語学部フランス語学科 主催
WLAC 後援

シンポジウム 2022 年 6 月 27 日（月）
「世界の亀裂」

石田 秀敬（東京大学名誉教授、東京大学大学院言語情報科学専攻教授、
　　　　　同情報学環長・学際情報学府長、パリ大学客員教授）
亀山 郁夫（名古屋外国語大学長）

WLAC 主催

講演会 2022 年 7 月 8 日（金）
「想像する力と物語る力」

丸山 昇一（脚本家）

名古屋外国語大学現代国際学部、世界教養学部、WLAC 共催

フォーラム 2022 年 7 月 16 日（土）
「WlacTALK Forum」

矢代 朝子（俳優）
Lucy Glasspool（名古屋外国語大学現代英語学科准教授）、鶴本 花織（名古屋外国語大学国際教養学科准教授）
亀山 郁夫（名古屋外国語大学長）

WLAC 主催

講師／金原 瑞人「翻訳という仕事、翻訳家という生き方」
亀山 郁夫「翻訳について考えたこと」

講演会 15：10～16：00

講師／金原 瑞人
亀山 郁夫
エリス 俊子（名古屋外国語大学ワールドリベラルアーツ副センター長）
大岩 昌子（名古屋外国語大学出版会編集長）

司会／川端 博（名古屋外国語大学出版会）

第1部

第2部 座談会 16：10～16：40

準備の都合がありますので、事前のお申し込みをお願いいたします。右記のQR
コードを携帯電話やスマートフォンで読み込んでいただくか、下記URLをパソコ
ン等で直接入力して、申し込みフォームに必要事項を入力、送信してください。

応募締切 5月20日（金）17：00
※応募者多数の場合は先着順とさせていただきます。
　定員になりましたら締切日前でも募集締切とさせていただきます。

■ 申込み方法

本学へのアクセスについて

〒451-0051
愛知県名古屋市西区則武新町３丁目1番１7号
BIZrium名古屋６階

問合せ先 平日10：00～16：00

名古屋駅 名古屋駅

泥江町

牛島町

明道町

西藪下

則武新町
ルーセントタワー

輪ノ内町

中央郵便局

則武新町四

JR

名鉄栄生駅

亀島駅

地下鉄東山線

AEON
ノリタケの森

名駅キャンパス

堀
川

0561-75-2164（直通）　TEL

wlac_gg@nufs.ac.jpMail

名古屋外国語大学ワールドリベラルアーツセンター

15：00～16：40
令和4年5月26日木

要申込み
参加無料

場　 所

日　 時

方　 法

共　 催

名古屋外国語大学 名駅サテライトキャンパス
（BIZrium名古屋６階、イオンモール Nagoya Noritake Garden 併設）　
多目的ラボ

大学出版部協会・名古屋外国語大学出版会・
名古屋外国語大学ワールドリベラルアーツセンター

司会進行 大岩 昌子
挨　 拶 黒田 拓也（大学出版部協会理事長）

対面方式 （定員50名）
オンライン方式 （定員200名）

対　 象 本学学生、本学教職員、
大学出版部協会関係者、一般
一般参加者はオンラインのみの募集となります

金原 瑞人 （かねはら・みずひと）
法政大学教授・翻訳家。訳書に『さよならを待つふた
りのために』『月と六ペンス』など、エッセイ集に『サ
リンジャーにマティーニを教わった』など、日本の古
典の翻案に『雨月物語』など。ブックガイドに『10代
のためのＹＡブックガイド150！』など。

亀山 郁夫 （かめやま・いくお）
名古屋外国語大学長。2021年から世田谷文学館館
長。ロシア文学・文化論。主著『磔のロシア―スターリ
ンと芸術家たち』『謎解き『悪霊』』『新カラマーゾフ
の兄弟』など。ドストエフスキーの翻訳『カラマーゾフ
の兄弟』『悪霊』『未成年』（刊行中）ほか。

講　師

https://req.qubo.jp/wlac/form/20220526
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準備の都合がありますので、事前のお申し込みをお願いいたします。
右記のQRコードを携帯電話やスマートフォンで読み込んでいただくか、下記URLを
パソコン等で直接入力して、申し込みフォームに必要事項を入力、送信してください。

応募締切 5月31日（火）17：00
※応募者多数の場合は先着順とさせていただきます。
　定員になりましたら締切日前でも募集締切とさせていただきます。

■ 申込み方法

本学へのアクセスについて

〒451-0051
愛知県名古屋市西区則武新町３丁目1番１7号
BIZrium名古屋６階

問合せ先 平日10：00～16：00

名古屋駅 名古屋駅

泥江町

牛島町

明道町

西藪下

則武新町
ルーセントタワー

輪ノ内町

中央郵便局

則武新町四

JR

名鉄栄生駅

亀島駅

地下鉄東山線

AEON
ノリタケの森

名駅キャンパス

堀
川

0561-75-2164（直通）　TEL

wlac_gg@nufs.ac.jpMail

名古屋外国語大学ワールドリベラルアーツセンター

16：30～18：00
2022年6月7日火
日　時

会　場 名古屋外国語大学
名駅キャンパス ME10教室

受講方法 対面・オンライン 同時開催
オンライン参加者には事前に招待URLを送付いたします。 

定　員 60名

開　催 名古屋外国語大学ワールドリベラルアーツセンター主催、
中日新聞社後援

対　象 どなたでも参加いただけます

https://req.qubo.jp/wlac/form/20220607

コロナ禍も３年目となり、マスク着用が基本にな
り、小声での会話が当たり前になった。このため、
年齢にかかわらず①声が通らない⇒②意思が伝
わらない⇒③小さなトラブル、という悪循環が続
く。講師は長年プロのアナウンサーとして新聞の
音読を通じて「伝わる声」「通る声」の研究を続け
ている。マスクでも相手に伝わる通る声はどうし
たら出せるのか、そのコツを教えてくれる。

要申込
先着順

参加無料

1965年、兵庫県生まれ。立命館大学文学部卒。1988年、東
海テレビ放送に入社。アナウンサーとしてニュース番組など
を担当。1998年から「ぴーかんテレビ」（月～金）の中継リ
ポーターやスタジオ司会者を6年務める。2011年から「スー
パーニュース」のキャスターを務め、現在は中日新聞「くらし
の作文」の音読を始め、昨年6月に音読2000回を達成した。
この間、大相撲名古屋場所も担当。第１７回FNSアナウンス
大賞アナウンス賞（2001年）などを受賞。近著に『マスクをし
ても「通る声」をつくる！ すっきり音読』（旬報社刊）など。

庄野 俊哉【東海テレビ アナウンサー】
しょうの としや

講師プロフィール

◎新型コロナウイルス感染拡大の状況によっては、開催方法を変更させて
いただく場合があります。

　ご来場前に必ず当該イベントのホームページにて開催の有無をご確認く
ださい。

◎会場では感染症対策のため、換気を行う場合があります。
　発熱・咳などの症状のある方は、参加をご遠慮ください。
◎本イベントにおける写真撮影や録音はご遠慮いただきますよう、お願い

申し上げます。
 イベント中は記録用として撮影を行います。本学ウェブサイトやその他の

刊行物に、写真が掲載されることがありますのでご了承ください。

イベントの開催にあたって

BIZrium専用エレベーターで 6階までおあがりください。
駐車場はありませんので、公共交通機関をご利用ください。

名古屋駅 名古屋駅

泥江町

牛島町

明道町

西藪下

則武新町
ルーセントタワー

輪ノ内町

中央郵便局

則武新町四
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本学へのアクセスについて
〒451-0051
愛知県名古屋市西区則武新町３丁目1番１7号
BIZrium名古屋６階

応募締切 6月20日（月）17:00
※応募者多数の場合は先着順とさせていただきます。
　定員になりましたら締切日前でも募集締切とさせていただきます。

場    所

日    時

方    法

名古屋外国語大学 名駅サテライトキャンパス
（BIZrim名古屋６階、ノリタケの森）　
多目的ラボ
対面方式（定員60名）
オンライン方式（定員200名）

対    象 本学学生、本学教職員、一般

主    催 名古屋外国語大学 ワールドリベラルアーツセンター
全体司会進行 エリス 俊子

（世界教養学部長・ワールドリベラルアーツセンター副センター長）

挨    拶 亀山 郁夫
（学長・ワールドリベラルアーツセンター長）

第1部 講　演　　 15時00分～15時50分

石田 英敬▼「世界の悲惨」をいま考える。

第2部 対　談　　 15時50分～16時30分

司会：エリス俊子▼石田 英敬×亀山 郁夫

要旨 皆さんは、ヴィクトル・ユーゴーの長編小説『レ・ミゼラブル』を読んだ
ことがあるでしょうか。小説自体は読んだことがなくても、映画で見
た、ミュージカルを観劇した、という人は多いでしょう。いま、あの小
説に書かれたような「世界の悲惨」に再び向き合わなければいけな
いような時代になってきています。どうしたら、わたしたちひとりひと
りがそれをうまく考えることができるようになるでしょうか？『レ・ミゼ
ラブル』を手がかりに、本と文学による人間と世界のつかまえ方を考
えます。

亀山 郁夫▼ロシア的悲劇の根源
要旨 いま、世界を混沌の渦のなかに陥れているウクライナ侵攻とは、何

なのか。この暴挙の根源にあるロシア的メンタリティとは何なの
か。これは、独裁者の罪なのか。それとも、独裁者が支配する国に
生きる人々の罪なのか。「世界の亀裂」と題する今回のトークイベ
ントでは、フョードル・ドストエフスキーの長編小説『罪と罰』と『カラ
マーゾフの兄弟』を中心に置きつつ、「一つの些細な罪悪は百の善
行によって償うことができるのか」という根本テーマに迫り、同時
にまた、矛盾に満ちたロシア人の精神性の本質を明らかにしたい。

講師プロフィール

東京大学名誉教授。東京大学大学院言語情報科学
専攻教授、同情報学環長・学際情報学府長、パリ大
学客員教授などを歴任。フランスの文学と思想、現
代哲学、メディア情報学、記号論など、分野を横断し
ながら、現代世界の諸問題に鋭く切り込み、活発な
批評活動を展開している。『自分と未来のつくり方～
情報産業社会を生きる』（2010）、『現代思想の教
科書』（2010）、『大人のためのメディア論講義』

（2016）、『新記号論 脳とメディアが出会うとき』（共著 2019）、『記号論講
義』（2021）など、著書多数。書籍による文筆活動のほか、ウェブ上のプラット
フォーム・シラスで『石田英敬の現代思想の教室』を開講するなど、多様なメ
ディアを駆使して、世界の今について幅広い層に向けて情報発信をつづけ
る、現代日本をリードする哲学者。

石田 英敬（いしだ ひでたか）

名古屋外国語大学学長。専門は、ロシア文学、ロシア
文化論。19世紀文学では、ドストエフスキー、20世紀
では、ロシア未来派、主として詩人フレーブニコフを
対象としたが、スターリン時代の文化研究にも関心を
もち、全体主義権力の下での創造的知識人における
「二枚舌」の問題を取り上げた。ドストエフスキー関
連の著作としては、『ドストエフスキー　父殺しの文
学』、『謎解き『悪霊』』、20世紀ロシアの文化研究で
は、『磔のロシア―スターリンと芸術家たち』（大佛次郎賞）、『熱狂とユーフォリ
ア』がある。また、自伝風エッセー集『ドストエフスキーとの59の旅』は、ロシア
語に翻訳された。翻訳者としての仕事では、ドストエフスキーの五大長編の翻訳
が間近に迫っている。なお、作家としての活動も行っており、『カラマーゾフの兄
弟』を1990年代の日本に舞台を移して描いた『新カラマーゾフの兄弟』は三島
由紀夫賞にノミネートされた。

亀山 郁夫（かめやま いくお）

■ 申込み方法

https://req.qubo.jp/wlac/form/20220627 

準備の都合がありますので、事前のお申し込みをお願いいたします。
右記のQRコードを携帯電話やスマートフォンで読み込んでいただく
か、下記URLをパソコン等で直接入力して、申し込みフォームに必要
事項を入力、送信してください。

15:00～16:30
2022年6月27日月

問合せ先 平日10：00～16：00

0561-75-2164（直通）　TEL wlac_gg@nufs.ac.jpMail

名古屋外国語大学ワールドリベラルアーツセンター

要申込
先着順

参加無料

一般参加者はオンラインのみの募集となります

松田優作主演作の伝説のテレビドラマ『探偵物語』や映画『処刑遊戯』、『汚れた英雄』、『凶気の桜』など

数々のヒット作品を生み出した脚本家・丸山昇一さんをお迎えして、

映画の魅力や先生の功績についてたっぷり語っていただきます。

想像する力と
物語る力

1948年、宮崎県生まれ。日本大学芸術学部
映画学科で脚本を専攻。会社員、フリーのコ
マーシャルライター等を経て、1979年にTV

「探偵物語」と映画「処刑遊戯」で脚本家デ
ビュー。2020年公開の映画「一度も撃ってま
せん」まで、38本の映画、50本以上のテレビ
ドラマ、小説を執筆。日本映画大学で脚本講
座を担当している。

応募締切 7月1日（金）17:00
※応募者多数の場合は先着順とさせていただきます。
　定員になりましたら締切日前でも募集締切とさせていただきます。

日    時

定    員

場    所 名古屋外国語大学 日進キャンパス 701教室

受講方法 対面・オンライン　
※オンライン参加者には事前に招待URLを送付いたします。

・対面／学生・教職員：150名、一般：30名
・オンライン（Zoom）／学生・教職員：150名、一般：50名

対    象 どなたでも参加いただけます

共    催 名古屋外国語大学現代国際学部
世界教養学部
名古屋外国語大学ワールドリベラルアーツセンター

■ 申込み方法

https://req.qubo.jp/wlac/form/20220708

準備の都合がありますので、事前のお申込みをお願いいたします。
右記のQRコードを携帯電話やスマートフォンで読み込んでいただ
くか、下記URLをパソコン等で直接入力して、申し込みフォームに
必要事項を入力、送信してください。

15:00～16:30
2022年7月8日金 要申込

先着順

参加無料

同時開催

【脚本家】丸山 昇一PROF IL E
講師

ま る や ま　しょういち

チカラ

チカラ

◎新型コロナウイルス感染拡大の状況によっては、開催方法を変更させていただく場合があります。
　ご来場前に必ず当該イベントのホームページにて開催の有無をご確認ください。
◎会場では感染症対策のため、換気を行う場合があります。
　発熱・咳などの症状のある方は、参加をご遠慮ください。
◎本イベントにおける写真撮影や録音はご遠慮いただきますよう、お願い申し上げます。

イベント中は記録用として撮影を行います。本学ウェブサイトやその他の刊行物に、写真が掲載されること
がありますのでご了承ください。

イベントの開催にあたって本学へのアクセスについて　

名古屋外国語大学現代国際学部
Tel: 0561-75-1725（直通）   mail： scisoffice_ml@nufs.ac.jp

問合せ先

ネッツトヨタ

バスターミナル

1 番乗車場

上社駅

県道名古屋・長久手線 上社交差点
至
藤
が
丘

至
名
古
屋

■ 上社駅乗車場案内 ■ 赤池駅乗車場案内

赤池駅1番出口

専用バス乗場

愛知銀行

マクドナルド

名鉄バスロータリー

当日、駐車場はありま
せんので公共交通機
関または上社駅、赤池
駅からの専用バス（無
料）をご利用ください。
専用バスにご乗車の
際は、イベントに参加
する旨を運転手にお
伝えください。

 名駅サテライトキャンパスへどうぞ！

「リアル」（in person）で語りあう喜び、それをとり戻そう！　
ラックトーク・フォーラムは、そんな願いを込めてスタートする新企画です。
出会いの場所は、名古屋駅前にオープンした新サテライトキャンパス。
最新の設備を整えた、素晴らしい学びの空間に高校生の皆さんをお招きし、一足早く大学で学ぶ喜びを経験し
ていただきます。

名駅サテライトキャンパス内
WLALi（ヴラり）図書室

「リアル」（in person)で
現代文化を語り合おう

Wlac TALK Forum

Wlac TALK Forum

準備の都合がありますので、事前のお申し込みをお願いいたします。
右記のQRコードを携帯電話やスマートフォンで読み込んでいただくか、下記
URLをパソコン等で直接入力して、申し込みフォームに必要事項を入力、送信
してください。。

問合わせ先

■ 申込み方法

10：30～16：00
2022年7月16日土
場　 所

日　 時

名古屋外国語大学 名駅サテライトキャンパス
BIZrium 名古屋 6F（イオンモール名古屋 Noritake Garden併設）

主　 催 名古屋外国語大学ワールドリベラルアーツセンター
対　 象 大学での学びに興味がある高校生

（学年は問いません）

参加費 無料（要申込）
定　 員 先着50名

https://req.qubo.jp/wlac/form/20220716
（10:00受付開始）

2022年7月9日（土）17：00
※申込者多数の場合は先着順とさせていただきます。
　定員になりましたら締切日前でも募集締切とさせていただきます。

名古屋外国語大学ワールドリベラルアーツセンター
Tel: 0561-75-2164（直通）　
Mail： wlac_gg@nufs.ac.jp
※当日の連絡先：名古屋外国語大学 名駅キャンパス事務室 052-526-3103

平日10：00～16：00

応募締切

高校生の皆さん！　



ワークショップ  講演会 2022 年 8 月 8 日（月）、2022 年 8 月 19 日（金）
The Mothers Karamazov
Vladimir ZAKHAROV （Russia, Ex-president IDS）、Kodai MACHIDA （Waseda University）
Naohito SAISU （Nagoya University of Foreign Studies）、Carol APOLLONIO（Duke Univdersity, President IDS）
Tetsuo MOCHIZUKI （Chuo-Gakuin University）、Go KOSHINO （Keio University）
Ikuo KAMEYAMA （Nagoya University of Foreign Studies）、Masako UMEGAKI （Nagoya University of Foreign Studies）

日本ドストエフスキー協会・WLAC 共催

講演会 2022 年 10 月 21 日（金）
「現代を理解するためのグローバルヒストリー」

羽田 正（東京大学 カレッジ長）

現代国際学部、世界教養学部、WLAC 共催

講演会 2022 年 10 月 25 日（火）
「韓国文学の中心にあるもの」

斎藤 真理子（韓国文学翻訳者）

言語教育開発センター、WLAC 共催

トークイベント 2022 年 11 月 14 日（月）、11 月 18 日（金）
フランスウィーク 2022
ミュリエル・バルベリ（フランス人小説家）、平野 啓一郎 （小説家）、モナ・ショレ（ジャーナリスト・作家）、松尾 亜紀子 （編集者）

フランス語学科、WLAC 共催
アリアンスフランセーズ愛知フランス協会 後援

講演会 2022 年 11 月 30 日（水）
「翻訳と「外国語」教育ー英詩研究者の視点」

桂山 康司（京都大学大学院人間・環境学研究科教授）

英米語学科、WLAC 共催

コンサート 2022 年 11 月 30 日（水）
「WINTER CONCERT : IMPERF」

WLAC 主催

教職講演会 2023 年 1 月 19 日（木）
「笑いは世界を変える」

大棟 耕介（有限会社プレジャー企画 代表取締役、NPO 法人 日本ホスピタル・クラウン協会 理事長）

名古屋外国語大学教職センター・WLAC 共催
名古屋学芸大学教職センター 後援

国際ワークショップ 2023 年 2 月 21 日（火）
「ドストエフスキー人間論の原理」

ウラジーミル・ザハーロフ（国際ドストエフスキー協会元会長）

日本ドストエフスキー協会・WLAC 共催

シンポジウム 2023 年 3 月 27 日（月）
「モダン文化の〈場所〉――松坂屋、地方映画館、名古屋の洋楽」

山上 揚平（東京大学特任講師）、小島 広之（東京大学博士課程）、白井 史人（名古屋外国語大学准教授）、
毛利 眞人（音楽評論家）、七條 めぐみ（愛知県立芸術大学講師）、柴田 康太郎（日本学術振興会特別研究員 PD）、
紙屋 牧子（武蔵野美術大学非常勤講師）、岡田 秀則（国立映画アーカイブ 展示・資料室主任研究員）

世界教養学科・早稲田大学演劇博物館演劇映像学連携研究拠点・WLAC 共催
名古屋学芸大学教職センター 後援

フォーラム 2023 年 3 月 18 日（土）
「WlacTALK Forum 〈地球に触（ふ）れる〉」

亀山 郁夫（名古屋外国語大学長）、梅垣 昌子（名古屋外国語大学副学長）、エリス 俊子（世界教養学国際日本学科教授）
ハンフリー 恵子（外国語学部英米語学科教授）、ムーディ 美穂（現代国際学部現代英語学科教授）
城月 雅大（現代国際学部 国際教養学科准教授）、⽊内 尭（外国語学部 フランス語学科准教授）

WLAC 主催

Presenters
 Ikuo KAMEYAMA, A Hidden Quotation in “The Brothers Karamazov”
 Masako UMEGAKI, “Dostoevsky and American Films”

Moderators Toshiko ELLIS (Nagoya University of Foreign Studies)

 Satoshi BAMBA (Niigata University)

Commentators
 Carol APOLLONIO (Duke Univdersity, President IDS) and others.

Date: 08 August 2022 14:00～ 16:00
Place: Meieki Campus of Nagoya University of Foreign Studies

Welcome Speech by Ikuo KAMEYAMA (Nagoya University of Foreign Studies)

Vladimir ZAKHAROV (Russia, Ex-president IDS)

Who Became Alexey Fyodorovich Dostoevsky in the Novel 
"The Brothers Karamazov"? (in Russian)

13:50 pm

14:00～ 14:30 pm

Keynote Speaker

 Carol APOLLONIO, “The Mothers Karamazov”（in English)

 Commentators: Tetsuo MOCHIZUKI (Chuo-Gakuin University), Go KOSHINO (Keio University)

15:45～ 16:30 pm

Presentation 1
 Kodai MACHIDA (Waseda University)

  "The Grand Inquisitor" and the Book of Job:  The Theme of the Opposite
  Directions in the Heart of Ivan Karamazov （in Russian）

Presentation 2
 Naohito SAISU (Nagoya University of Foreign Studies)

 The Reception of Dostoevsky in Contemporary Japan: Research, 
 School Education, and Fan Fiction（in Russian)

14:30～ 15:30 pm

Date: 19 August, 2022 13:50～ 17:00 pm
Place: Meieki Campus of Nagoya University of Foreign Studies

Mothers 

The
Karamazov

“Dostoevsky – Possibilities for Interpretation 
and Adaptation”(on Campus)
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東京大学理事・副学長・国際本部長・東洋文
化研究所長等を歴任。現在、東京大学 東京
カレッジ長。グローバル・ヒストリーの第一人
者として、世界の研究者と連携し、新しい世
界史研究を牽引する。『新しい世界史へ―地
球市民のための構想』(2011)、『グローバル
化と世界史』(2018)、『〈イスラーム世界〉と
は何か「新しい世界史」を描く』 (2021)等、
著書多数。角川まん
が学習『世界の歴史』
20巻監修。2017年、
紫綬褒章。2021年、
フランス政府教育功
労章将校（オフィシエ
2等）受章。

【東京大学 東京カレッジ長】羽田 正
は ね だ 　 まさし

PROF IL E
講師

グローバルヒストリーとは何か。

グローバルヒストリーの視点に立つと、

現在の世界の状況はどのように見えてくるか。

世界各地域の立場と歴史解釈を視野に入れて

現代世界について考える。

要申込
先着順

参加無料

現
代
を
理
解
す
る
た
め
の

応募締切 10月14日（金）17:00
※応募者多数の場合は先着順とさせていただきます。
　定員になりましたら締切日前でも募集締切とさせていただきます。

会    場 名古屋外国語大学 日進キャンパス 701教室
定    員 対面方式：一般の方50名
開    催 現代国際学部、世界教養学部、

ワールドリベラルアーツセンター共催

日    時

15:00～16:30

2022年

10月21日 金

https://req.qubo.jp/wlac/form/20221021

準備の都合がありますので、事前のお申込みをお願いいたします。
右記のQRコードを携帯電話やスマートフォンで読み込んでいただ
くか、下記URLをパソコン等で直接入力して、申し込みフォームに
必要事項を入力、送信してください。

【注意事項】現代国際学特殊講義/グローバルキャリア講義／ヨーロッパ研究A（基礎）を履修
している学生の皆様は、こちらの申し込みをしていただく必要はございません。

申込方法

◎新型コロナウイルス感染拡大の状況によっては、開催方法を変更させていただく場合があります。
　ご来場前に必ず当該イベントのホームページにて開催の有無をご確認ください。
◎会場では感染症対策のため、換気を行う場合があります。
　発熱・咳などの症状のある方は、参加をご遠慮ください。
◎本イベントにおける写真撮影や録音はご遠慮いただきますよう、お願い申し上げます。

イベント中は記録用として撮影を行います。本学ウェブサイトやその他の刊行物に、写真が掲載されること
がありますのでご了承ください。

イベントの開催にあたって本学へのアクセスについて　

名古屋外国語大学 現代国際学部
Tel: 0561-75-1725（直通）   mail： scisoffice_ml@nufs.ac.jp

問合せ先

ネッツトヨタ

バスターミナル

1 番乗車場

上社駅

県道名古屋・長久手線 上社交差点
至
藤
が
丘

至
名
古
屋

■ 上社駅乗車場案内 ■ 赤池駅乗車場案内

赤池駅1番出口

専用バス乗場

愛知銀行

マクドナルド

名鉄バスロータリー

当日、駐車場はありま
せんので公共交通機
関または上社駅、赤池
駅からの専用バス（無
料）をご利用ください。
専用バスにご乗車の
際は、イベントに参加
する旨を運転手にお
伝えください。

◎新型コロナウイルス感染拡大の状況によっては、開催方法を変更させて
いただく場合があります。

　ご来場前に必ず当該イベントのホームページにて開催の有無をご確認く
ださい。

◎会場では感染症対策のため、換気を行う場合があります。
　発熱・咳などの症状のある方は、参加をご遠慮ください。
◎本イベントにおける写真撮影や録音はご遠慮いただきますよう、お願い

申し上げます。
 イベント中は記録用として撮影を行います。本学ウェブサイトやその他の

刊行物に、写真が掲載されることがありますのでご了承ください。

イベントの開催にあたって

BIZrium専用エレベーターで 6階までおあがりください。
駐車場はありませんので、公共交通機関をご利用ください。

名古屋駅 名古屋駅

泥江町

牛島町

明道町

西藪下

則武新町
ルーセントタワー

輪ノ内町

中央郵便局

則武新町四

JR

名鉄栄生駅

亀島駅

地下鉄東山線

AEON
ノリタケの森

名駅キャンパス

堀
川

本学へのアクセスについて
〒451-0051
愛知県名古屋市西区則武新町３丁目1番１7号
BIZrium名古屋６階

応募締切 10月21日（金）12:00
※対面での参加は応募先着順とさせていただきます。

会　場

日    時

定　員

名古屋外国語大学 名駅サテライトキャンパス
（BIZrium名古屋６階、ノリタケの森）多目的ラボ

対面方式　60名（※本学学生と教職員のみ）

オンライン方式　200名
対    象 どなたでもご参加いただけます（要申込）

講師プロフィール

斎藤 真理子
（さいとう まりこ）

■ 申込み方法
右記のQRコードを携帯電話やスマートフォンで読み込んでいただくか、下記URLを
パソコン等で直接入力して、申し込みフォームに必要事項を入力、送信してください｡

講演会当日の連絡先

052-526-3103（直通）　TEL
名古屋外国語大学 名駅キャンパス事務局

要申込
先着順

参加無料

一般の方のご参加はオンラインとなりますのでご了承ください。

13:20～14:50
2022年10月25日火
受講方法 対面・オンライン　同時開催

オンライン参加者には事前に招待URLを送付いたします。

名古屋外国語大学複言語プログラムによる月間イベント「韓国語月間」に、韓国文学翻訳者
の斎藤真理子さんをお迎えします。世界で注目を浴びるK文学は、時に力強く、そして切な
さの余韻を私たちに残します。一度K文学を手に取り、朝鮮半島を巡る「歴史」という時空に
飛び込んだ者は、時代の狭間に走った振動を感じずにはいられない―。そして、隣国韓国の
文学の面白さは、何によってもたらされるのか―。斎藤真理子さんのご著書『韓国文学の中
心にあるもの』（イースト・プレス、2022年）より、K文学の魅力の源泉についてお話し頂き
ます。

翻訳家

開　催 言語教育開発センター、
ワールドリベラルアーツセンター共催

問い合わせ先 名古屋外国語大学　言語教育開発センター
TEL: 0561-75-2601（直通）
メールアドレス: cled_joshu_gg@nufs.ac.jp

https://tayori.com/form/
64c27671d1de003c62c21bba3d67a24ced7dba07/韓国文学翻訳者。2015年に第1

回日本翻訳大賞を受賞したパク･ミ
ンギュの『カステラ』を皮切りに、日
本 でも大 ベストセラーとなった
チョ・ナムジュの『82年生まれ、キ
ム・ジヨン』など数多くの韓国文学
を翻訳。著書に『韓国文学の中心
にあるもの 』（ イーストプレス、 
2022）がある。（写真=増永彩子）

韓国文学の
中心にあるもの

BIZrium専用エレベーターで 6階までおあがりください。
駐車場はありませんので、公共交通機関をご利用ください。

名古屋駅 名古屋駅

泥江町

牛島町

明道町

西藪下

則武新町
ルーセントタワー

輪ノ内町

中央郵便局

則武新町四

JR

名鉄栄生駅

亀島駅

地下鉄東山線

AEON
ノリタケの森

名駅キャンパス

堀
川

本学へのアクセスについて
〒451-0051
愛知県名古屋市西区則武新町３丁目1番１7号
BIZrium名古屋６階

ミュリエル・バルベリ
Muriel Barbery 【フランス人小説家】

講演会当日の連絡先

052-526-3103（直通）　TEL
名古屋外国語大学 名駅キャンパス事務局

参加
無料

2022年 14日月 18日金

対　象 どなたでも参加いただけます（要申込・先着順）
共　催 フランス語学科、ワールドリベラルアーツセンター 後　援 アリアンスフランセーズ愛知フランス協会

受講方法 対面・オンライン 同時配信
会　場 名古屋外国語大学 名駅キャンパス（BIZrium 6階） ヴラリ 

対面 50名、オンライン 500名

France week 2022        La semaine française 2022

京都を愛する
さまざまな方法について

フランスウィーク2022
11月

11月14日月

モロッコ生まれフランスの小説家。高等師範学校を卒
業後、複数の大学で哲学教師を務めながら小説『至福
の味』を出版、小説第２作の『優雅なハリネズミ』が
2006年にフランスで100万部を超えるベストセラー
になる。大学での職を辞し、2008年から京都に1年滞
在。その後京都を舞台とした一連の小説を執筆してい
る。第一作『京都に咲く一輪の薔薇】（早川書房）は11
月に邦訳出版され、その続編は2022年フランスで最
も権威あるゴンクール賞の候補となっている。

平野 啓一郎 【小説家】

愛知県生まれ、北九州市に育つ。京都大学在学時に
『日蝕』で芥川賞を受賞。19世紀フランスを舞台とし
た小説『葬送』発表後、2004年パリに文化庁の文化
大使として１年間滞在。『空白を満たしなさい』、『マチ
ネの終わりに』など近年作品が映画化されることが多
く、またその小説は様々な言語に翻訳されている。最
新作は近未来の日本を舞台にヴァーチャル・フィギュ
ア、自由死、移民など今日的問題を扱った『本心』。小
説『ある男』は映画化されベネチア映画祭に出品。日
本では11月18日から一般公開される。

モナ・ショレ
Mona Chollet【ジャーナリスト・作家】

スイス、ジュネーブ生まれ。ジュネーブ大
学で学士号、フランスのリールジャーナリ
ズム学院で修士号を得る。作家。フランス
のフェミニズム第一人者。著書『魔女、女
性たちの不屈の力』（国書刊行会）をはじ
め女性の生き方に関する著書多数。

松尾 亜紀子 【編集者】

エトセトラブックス代表、編集者。出版社で
15年間編集者として勤めた後、2018年
フェミニスト出版社「エトセトラブックス」
をスタート。同社の刊行物は、フェミマガジ
ン「エトセトラ」（現在VOL.7まで）、ベル・
フックス『フェミニズムはみんなのもの』

（堀田碧訳）、牧野雅子『痴漢とはなにか』
など。21年、東京・新代田にフェミニズム
書を集めた同名書店をオープン。

15：00～16：30

魔女とは誰のことか？
11月18日金
フランスで大ベストセラーとなった『魔女、女性たちの不屈の
力』（いぶきけい訳、国書刊行会）の日本語版出版記念に著
者のモナ・ショレ氏が来日し、松尾亜紀子氏（編集者、フェミニ
ズム書店エトセトラブック代表）とかつてのそして今日の女
性の生き方、その多様性の実現へ向けての対話を行います。
また本年フランス人女性として初のノーベル文学賞に輝い
たアニー・エルノー氏とショレ氏の長年にわたる親交につい
ても話を伺います。

15：00～16：30

https://req.qubo.jp/wlac/form/20221114

11月7日（月）23：59
※応募者多数の場合は先着順とさせていただきます。
　定員になりましたら締切日前でも募集締切とさせていただきます。

京都に1年滞在した後、日本の古都を舞台とした小説を立
て続けに発表しているフランスの作家ミュリエル・バリベリ
氏と、京都大学在中にフランスを舞台とした『日蝕』により
作家デビューを果たした平野啓一郎氏を招き、京都の持つ
不思議な魅力について、また邦訳されたバルベリ氏の小
説『京都に咲く一輪の薔薇』（永田千奈訳、早川書房）につ
いて語り合います。イベント後にはサイン会も予定されて
います。※イベント当日、会場での書籍販売はございません。購入済みの書籍をお持ちください。

https://req.qubo.jp/wlac/form/20221118

11月11日（金）23：59
※応募者多数の場合は先着順とさせていただきます。
　定員になりましたら締切日前でも募集締切とさせていただきます。

応募
締切

応募
締切

準備の都合がありますので、事前のお申込みをお願いいたします。
下記のQRコードを携帯電話やスマートフォンで読み込んでいただくか、下記URLをパソコン等で直接入力して、申し込みフォームに必要事項を入力、送信してください。申し込み方法

定 員

日仏語、同時通訳言 語

関連映画
自由視聴

日進キャンパス・中央図書館 ■11月15日『ディリリとパリの時間旅行』 　 ■11月16日『美しい緑の星』　 ■11月17日『5時から7時までのクレオ』
名駅キャンパス・ヴラリ ■11月15日『京都、マイマザーズ・プレイス』　 ■11月16日『燃ゆる女の肖像』　 ■11月17日『5時から7時までのクレオ』

◎新型コロナウイルス感染拡大の状況によっては、開催方法を変更させて
いただく場合があります。

　ご来場前に必ず当該イベントのホームページにて開催の有無をご確認く
ださい。

◎会場では感染症対策のため、換気を行う場合があります。
　発熱・咳などの症状のある方は、参加をご遠慮ください。
◎本イベントにおける写真撮影や録音はご遠慮いただきますよう、お願い

申し上げます。
 イベント中は記録用として撮影を行います。本学ウェブサイトやその他の

刊行物に、写真が掲載されることがありますのでご了承ください。

イベントの開催にあたって
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◎新型コロナウイルス感染拡大の状況によっては、開催方法を変更させていただく
場合があります。

　ご来場前に必ず英米語学科ホームページにて開催の有無をご確認ください。
◎会場では感染症対策のため、換気を行う場合があります。
　発熱・咳などの症状のある方は、参加をご遠慮ください。
◎本イベントにおける写真撮影や録音はご遠慮いただきますよう、お願い申し上げ

ます。
　イベント中は記録用として撮影を行います。本学ウェブサイトやその他の刊行物に、

写真が掲載されることがありますのでご了承ください。

イベントの開催にあたって
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本学へのアクセスについて

〒451-0051
愛知県名古屋市西区則武新町３丁目1番１7号
BIZrium名古屋６階

講師プロフィール

桂山 康司（かつらやま　こうじ）

参加無料
申込必須

京都大学大学院人間・環境学研究科教授
京都大学大学院文学研究科修士課程修了。京都大学教
養部助教授を経て、現在、同大学大学院人間・環境学研
究科教授。 元日本ミルトン協会会長。アルビオン賞（京大
英文学会）、ジェラード・マンリー・ホプキンズ賞（The 
Gerard Manley Hopkins Society, Ireland）受賞。

問合せ先

0561-75-2609TEL

名古屋外国語大学 英米語学科
（平日9：00～17：00）

■ 申込方法
QRコードを読み取り、アンケートにご回答ください
https://req.qubo.jp/wlac/form/20221130

翻 訳
外 国 語 教 育」

「

日    時

場　所 名駅キャンパス ME11 教室・Zoom

共　催 名古屋外国語大学 英米語学科・
ワールドリベラルアーツセンター（WLAC）

講　師 桂山 康司先生（京都大学大学院人間・環境学研究科教授）

定　員 120名（対面のみ、オンライン参加の場合は定員無し）

対    象

10時50分より（授業2講時）
2022年11月30日水
名古屋外国語大学生及び教職員、一般市民
一般の方のご参加はZoom参加となります。

第28回 英米語学科・ワールドリベラルアーツセンター共催 講演会

―英詩研究者の視点
詩とは何かを考える上で一番厄介なのは、詩が、ベンヤミンの翻訳論によってあぶりだされた、
本質に向かい上昇する（aufheben）動き―本質に対する憧憬―と、フロストの詩観に代表される細部への
こだわり―localなものへの愛着―の両者に引き裂かれている点である。これは、詩の全体性と細部に対する、
徹底的なこだわりの必然的結果なのであるが、このこだわりこそが、詩的表現の根本に横たわるものである。
同様に、「外国語」教育においても、翻訳という行為を内在させる「外国語を学ぶ」という越境的行為によって、
自国語における（あるいは、言語における）本質的なものと辺境的なものとがふるいにかけられ、
その差異が自覚的に学ぶものに明示されることになる。

この観点から、高等教育における外国語教育のありようについて、
異文化間能力の観点から、私見を披露したい。

と

講師
プロフィール

◎新型コロナウイルス感染拡大の状況によっては、開催方法を変更させていただく場合があります。　ご来場前に必ず当該イベントのホームページにて開催の有無をご確認ください。
◎会場では感染症対策のため、換気を行う場合があります。　発熱・咳などの症状のある方は、参加をご遠慮ください。
◎本イベントにおける写真撮影や録音はご遠慮いただきますよう、お願い申し上げます。
 イベント中は記録用として撮影を行います。　本学ウェブサイトやその他の刊行物に、写真が掲載されることがありますのでご了承ください。

準備の都合がありますので、事前のお申込みをお願いいたします。
右記のQRコードを携帯電話やスマートフォンで読み込んでいただくか、下記URLをパソコン等で直接入力して、
申し込みフォームに必要事項を入力、送信してください。

世界中の病院や学校で子どもたちに接してきた大棟耕介氏をお招きし、目に見えない多様
な感性や視点など、教育・保育・看護の現場に必要な「笑いのチカラ」について楽しく語って
もらいます。

教職講演会

当日はクラウンパフォーマンスは
　ありません。
　　スーツにて講演します

受講方法 対面のみ
会　場 名古屋外国語大学 日進キャンパス　

701教室
対　象 名古屋外国語大学・名古屋学芸大学の

学生・教職員
共　催 名古屋外国語大学教職センター

ワールドリベラルアーツセンター
後　援 名古屋学芸大学教職センター

要申込
先着順

1月19日木2023年

定員

150
名

程度

問い合わせ先

申し込み方法

2023年1月12日（木）17：00
※応募者多数の場合は先着順とさせていただきます。
　定員になりましたら締切日前でも募集締切とさせていただきます。

応募締め切り

イベントの開催にあたって

名古屋外国語大学 教職センター　　Tel:0561-75-2049（直通）　メールアドレス： kyosyoku_gg@nufs.ac.jp

大棟
耕介

有限会社プレジャー企画　代表取締役
NPO法人 日本ホスピタル・クラウン協会　理事長
愛知教育大学　非常勤講師
世界道化師協会　事務局長

https://req.qubo.jp/wlac/form/20230119

13：20～14：50

     笑いは 
世界を変える
     笑いは 
世界を変える

◎新型コロナウイルス感染拡大の状況によっては、開催方法を変更させていただく
場合があります。

　ご来場前に必ず英米語学科ホームページにて開催の有無をご確認ください。
◎会場では感染症対策のため、換気を行う場合があります。
　発熱・咳などの症状のある方は、参加をご遠慮ください。
◎本イベントにおける写真撮影や録音はご遠慮いただきますよう、お願い申し上げ
ます。

　イベント中は記録用として撮影を行います。本学ウェブサイトやその他の刊行物に、
写真が掲載されることがありますのでご了承ください。

イベントの開催にあたって
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本学へのアクセスについて

〒451-0051
愛知県名古屋市西区則武新町３丁目1番１7号
BIZrium名古屋６階

2月23日（木）17:00
※応募者多数の場合は先着順とさせていただきます。
　定員になりましたら締切日前でも募集締切とさせていただきます。

先着順
要申込

問合せ先

sekyo_assistant_gg@nufs.ac.jpMail

名古屋外国語大学　世界教養学科

■ 申込方法
準備の都合がありますので、事前のお申込みをお願いいたします。
右記のQRコードを携帯電話やスマートフォンで読み込んでいただくか、
下記URLをパソコン等で直接入力して、申し込みフォームに必要事項を
入力、送信してください。

日    時

会　場 名古屋外国語大学 名駅キャンパス 多目的ラボ
（BIZrium名古屋6階・イオンモールNagoya Noritake Garden併設）

共　催 名古屋外国語大学ワールドリベラルアーツセンター
名古屋外国語大学世界教養学科
早稲田大学演劇博物館演劇映像学連携研究拠点
　　令和4年度 公募研究『栗原重一旧蔵楽譜を中心とした楽士・楽団研究』
 　　　　　（研究代表者：中野正昭）・
　　テーマ研究『「映画館チラシ」を中心とした映画関連資料の
　　　　　　　　活用に向けた調査研究』（研究代表者：岡田秀則）

定　員 対面30名・オンライン50名
対　象

13：30～17：00
2023年2 27月

名古屋外国語大学の学生・教職員/一般

参加方法 対面・オンライン

のモダン文化
〈場 所〉

松坂屋、地方映画館、
名古屋の洋楽

明治期以降、西洋音楽や映画などの近代文化
が日本全国へと広がっていくなかで、各地域の
ローカルな〈場所〉はどのような役割を果たしたので
しょうか。
本シンポジウムは、いとう呉服店（現・松坂屋）少年音楽
隊の活動や、この音楽隊の出身者である音楽家・栗原重一
の活動、さらに当時の各地域の映画館での上映に焦点を当
て、音楽、映画、演劇などの研究者が集います。早稲田大学演劇
博物館が所蔵する栗原重一の旧蔵楽譜や映画館チラシ
を研究してきた演劇映像学連携研究拠点の共同研
究チームの成果を中心に、近代の名古屋などの
時代と空間を意識しながら、日本のモダン
文化のルーツを問い直します。

13:30～ 主催者挨拶

シンポジウム

13:40～15:15 研究パネル1 

名古屋の洋楽文化　
栗原重一共同研究の紹介
　山上揚平（東京大学特任講師）、小島広之（東京大学博士課程）

栗原重一と名古屋̶松坂屋から浅草へ　
　白井史人（名古屋外国語大学准教授）

名古屋の管絃楽団̶音源紹介と分析
　 毛利眞人（音楽評論家）

松坂屋とドイツ兵俘虜との音楽交流
　七條めぐみ（愛知県立芸術大学講師）

15:30～16:30 研究パネル2

映画館文化と各地域の実践

16:30～17:00 全体討議
進行: 中野正昭（淑徳大学教授）
コメント：片岡一郎（活動写真弁士）

映画文化と地方都市̶奈良尾花劇場資料を中心に　
　柴田康太郎（日本学術振興会特別研究員PD）

『五郎正宗孝子伝』（1915年）の興行と受容に関する考察
　紙屋牧子(武蔵野美術大学非常勤講師)　

歴史的映画館資料の残存と活用
̶展覧会「日本の映画館」の経験より　
　岡田秀則（国立映画アーカイブ　展示・資料室主任研究員）
     コメント：上田学（神戸学院大学准教授）

Program

https://req.qubo.jp/wlac/form/20230227　

■ 応募締切

Dostoevsky 応募締切

申込方法

2023年2月19日（日）17:00
※応募者多数の場合は先着順とさせていただきます。
　定員になりましたら締切日前でも募集締切とさせていただきます。

https://forms.gle/UC5cdQcvyEGUnrgH9

準備の都合がありますので、事前のお申込みをお願いいたします。
右記のQRコードを携帯電話で読み込んでいただくか、下記URLをパソコン等で直接入力して、
申し込みフォームに必要事項を入力、送信してください。

開会の挨拶 Opening remarks
亀山郁夫 Ikuo KAMEYAMA

13:30～13:40

第Ⅰ部 「ドストエフスキー 人間論の原理」
基調講演（ロシア語　翻訳付）

13:40～14:20

議論・質疑応答
コメンテーター 越野　剛 Go KOSHINO
 木寺律子 Ritsuko KIDERA

Discussion／Q&A14:20～14:50

Program

ドストエフスキー
人間論の原理

Keynote speech
ウラジーミル・ザハーロフ　Vladimir ZAKHAROV
「ドストエフスキーの人間論の原理」
"Человек　в　человеке 　и 　человек 　в 　романе
 (Антропологический　 принцип 　Достоевского)"

第Ⅱ部 「多様なドストエフスキー」（日本語）15:00～17:00

第Ⅲ部 フリーセッション17:00～18:00

町田航大 Kodai MACHIDA
　「ドストエフスキーとゴーリキー: ヨブ記が示す思想的共鳴」
齋須直人 Naohito SAISU
　「トゥルゲーネフの詩『花』とドストエフスキーの中編『白夜』」
桜井厚二 Koji SAKURAI
　「1972年の『悪霊』：日本のメディアにおける一つの伝説」
望月哲男 Tetsuo MOCHIZUKI
　「謝罪と許しの形：アクーリカとナスターシャ」

国際ワークショップ

要申込
先着順

参加無料

オンライン

13:30～18:00
2023年2月21日火日　時

越野　剛 Go KOSHINO総合司会

齋須直人 Naohito SAISU翻訳・通訳

世界のドストエフスキー学を牽引する研究者の一人で、元国際ドストエフス
キー協会会長。現在、ペトロザヴォーツク大学教授。主著『作者の名は-ドス
トエフスキー 創造のルポルタージュ』（2013年）。編著『ドストエフスキー
全集』（1995～刊行中）。アレクサンドル・ネフスキー勲章受章（2011年）

ウラジーミル・ザハーロフ
Vladimir ZAKHAROV, 1949年生まれ

危機と再生のヴィジョン：ドストエフスキー文学の世界性をめぐる超域的研究科学研究費助成事業

ドストエフスキー
人間論の原理
Антропологический　принцип 　Федора 　Достоевского

日本ドストエフスキー協会 (DSJ: Dostoevsky Society of Japan)共催 名古屋外国語大学ワールドリベラルアーツセンター協力

◎本イベントはオンラインで開催されます。
　イベントにおける録画や写真撮影はご遠慮いただきますよう、お願い申し上げます。

問合せ先 日本ドストエフスキー協会 mail： dsjn_gg@nufs.ac.jpイベントの
開催にあたって

WlacTALK
フォーラム

＜地球に触れる＞

2023年3月18日（土）
13:00-16:45
名古屋外国語大学

名駅キャンパス 多目的ラボ

Ø 対象

愛知県の高校生上限65名、先着順

Ø 申込締切

3月13日（月）17:00

QR

ふ



TOPICS

フランスウイーク2022

11月14日 「京都を愛するさまざまな方法について」
ミュリエル・バルベリ＋平野啓一郎　対談イベント

　本年度はフランス政府が文化人の派遣を再開し、フランスウ
イークの日仏作家招聘イベントを2 年ぶりに対面で行うことがで
きた。

　イベントの一週間ほど前に刊行された『京都に咲く一輪の
薔薇』（早川書房）の翻訳出版を記念し、フランスの作家ミュ
リエル・バルべリ氏が来日した。対話の相手は、この本の帯
に推薦文を書き、京都とも縁の深い平野啓一郎氏であった。
　対談イベントはそれぞれの作家
の自己紹介から、京都との関わり
を中心にお互いの意見が交わさ
れ、時に文学論に至るまで、誰
もが聴き入る内容であった。学
生とともに、教職員、一般の聴
衆が会場となった名駅キャンパス
WLALiを十分な距離をもって埋
め尽くし、また同時に来場できな
い聴衆にはインターネットでも中継されていた。
　バリベリ氏は来日以前から日本に強い興味を持ちフランスで
ベストセラーとなった『優雅なハリネズミ』（早川書房）にも日
本人を登場させていたが、それは全て想像で描いていたに過
ぎなかったと語った。小説家としてデビューした後、ヴィラ九条

山（フランス政府のアーティスト
インレジデンス）に滞在した２年
間、彼女は毎日京都の街を歩き
回ってリサーチしたという。彼女
にとって京都の魅力は日常の中
に永遠が存在する点にあり、フ
ランスと違い四季を通じて花が咲
き、有機的な素材による人間的
なスケールの建築物があるところ

で、とりわけその本質
は京都を流れる鴨川
に象徴されているので
はないか結論してい
た。
　平野氏はフランスの
パリに 1 年間滞在し
た経験を持ち、またそれ以前は京都に学生として 5 年また職
業小説家として5年の計10年間滞在した経験があることから、
実生活者としての京都論を展開した。京都は立場ごと地区ご

とに住人に棲み分け
られていること、まさ
に鴨川には地域ごと
に異なる表情を持ち、
京都の複雑さを象徴
していること。また京
都の悠久の歴史意識

は、彼が『日蝕』や『葬送』というフランスを舞台にした小
説を腰を落ち着けて書く際にも生かされていたことなどが語られ
た。平野氏は京都も好きだがパリも好きだと語り、結婚前に一
人で１年間滞在したパリの魅力の弁護もし、聴衆の旅への思
いを掻き立てた。

　なお 11 月18日（金）に予定されていたイベントに招聘され
ていた『魔女：女たちの不屈の力』（国書刊行会）の著者、
ジャーナリスト・作家のモナ・ショレ氏が家族の緊急事態で帰
国せざるを得なかったのは残念である。イベントはやむをえず
中止されたが、フェミニズム関係の映画がフランスウイークの期
間中参考上映されていた。

（文責　伊藤 達也）



教職講演会

「笑いは世界を変える」

　2023 年 1 月 19 日、世界中の病院や学校、保育園などの
子どもたちに笑いを届けてきた、大棟耕介氏の講演があっ
た。拍手の音、笑い声が絶えず起こり、にぎやかな雰囲
気の中で講演は進んだ。名古屋外国語大学、名古屋学芸
大学の学生、教職員約 50 名が、話に引き込まれた。人間に、
特に子どもたちに、良質の笑いがどれほど必要とされて
いるかを考えさせる話であり、生きることの意味の問い
直しにもつながる深みもあった。アンケートでは、全員
が講演内容に高い評価をした。
　ピエロとクラウンの違いについて、聴衆の勘違いを正
した後、外国におけるクラウンの地位の高さ、クラウン
として人々に対する時の立ち位置などから話が始まった。
いわゆる講義ではない。矢継ぎ早に言葉が飛び出てくる
一方で、絶えず身体が動いている。密度の高い話の合間に、
つぎつぎにバルーンアートが作りあげられていく。真面
目な話と思って聴いていると、急に笑いに引き込まれる
瞬間もあり、その芸の確かさ、巧みさに感嘆させられる。

　ホスピタルクラウンを無償でやっているという。経験
からよく分かる。小児病棟の子どもたちは滅多に笑わな
い。自由に動けない辛さ、身体的な苦しさゆえ大人びて
いる。大人に放っておかれる子どももいれば、母親から
笑いを奪ってしまったことに罪悪感を持っている子ども
もいる。子どもたちに限らない。病棟では、看護師も医
師も滅多に笑わない。その笑いのない世界に、大棟氏が
クラウン K として入っていくと、子どもたちの表情が一
変する。諦めたような表情が子どもらしい笑顔に変わる。
母親の方が先に笑い転げることもあり、子どもたちは、
大人たちの笑顔にほっとして笑う。医師は語る。「これは
治療ではない。生きる力を呼びおこすものである」と。
　世界が変わるのは、日本だけではない。今紛争が起き
ている地域に訪れたこともあるという。クラウンの技術
は、相手に気持ちよく話させる、相手の気持ちを変える
という点で、コーチングのそれと似ているという話があっ
た。クラウンは、主役ではなく最高のワキである。外面
が先、内面は後という話もあった。笑うから楽しい、そ
して、笑いは伝播する。笑いは、人々の生きる灯火とな
ることを確認する 90 分であった。
　最後に学生が座右の銘を訊いた。「今を生きる」。精一
杯今を生きてきた人の姿がそこにあった。

（名古屋外国語大学　教職センター教授　村上 慎一）

講師
プロフィール

◎新型コロナウイルス感染拡大の状況によっては、開催方法を変更させていただく場合があります。　ご来場前に必ず当該イベントのホームページにて開催の有無をご確認ください。
◎会場では感染症対策のため、換気を行う場合があります。　発熱・咳などの症状のある方は、参加をご遠慮ください。
◎本イベントにおける写真撮影や録音はご遠慮いただきますよう、お願い申し上げます。
 イベント中は記録用として撮影を行います。　本学ウェブサイトやその他の刊行物に、写真が掲載されることがありますのでご了承ください。

準備の都合がありますので、事前のお申込みをお願いいたします。
右記のQRコードを携帯電話やスマートフォンで読み込んでいただくか、下記URLをパソコン等で直接入力して、
申し込みフォームに必要事項を入力、送信してください。

世界中の病院や学校で子どもたちに接してきた大棟耕介氏をお招きし、目に見えない多様
な感性や視点など、教育・保育・看護の現場に必要な「笑いのチカラ」について楽しく語って
もらいます。

教職講演会

当日はクラウンパフォーマンスは
　ありません。
　　スーツにて講演します

受講方法 対面のみ
会　場 名古屋外国語大学 日進キャンパス　

701教室
対　象 名古屋外国語大学・名古屋学芸大学の

学生・教職員
共　催 名古屋外国語大学教職センター

ワールドリベラルアーツセンター
後　援 名古屋学芸大学教職センター

要申込
先着順

1月19日木2023年

定員

150
名

程度

問い合わせ先

申し込み方法

2023年1月12日（木）17：00
※応募者多数の場合は先着順とさせていただきます。
　定員になりましたら締切日前でも募集締切とさせていただきます。

応募締め切り

イベントの開催にあたって

名古屋外国語大学 教職センター　　Tel:0561-75-2049（直通）　メールアドレス： kyosyoku_gg@nufs.ac.jp

大棟
耕介

有限会社プレジャー企画　代表取締役
NPO法人 日本ホスピタル・クラウン協会　理事長
愛知教育大学　非常勤講師
世界道化師協会　事務局長

https://req.qubo.jp/wlac/form/20230119

13：20～14：50

     笑いは 
世界を変える
     笑いは 
世界を変える



TOPICS

WlacTALK フォーラム

「高校生に開く大学の学び」

　2022 年 7 月 16 日の土曜日、名古屋外国語大学名駅キャ
ンパスの多目的ラボは、元気な高校生の声であふれてい
た。高校生に大学の学びを体験してもらおうと立ち上げ
た WlacTALK フォーラム第 1 回である。近隣地区の高校
に声をかけたところ、43 名の高校生が集まり、校長先生
や教頭先生、教科担当の先生のお姿もあった。
　午前の部は、Biblio Talk と称して、文学との出会いの
時間。日本語の短い詩を 2 篇、と現代文学の短編を取り
上げ、裸の心で文学の言葉と向き合う体験をしてもらっ
た。俳優の矢代朝子さんをお招きして朗読をお願いし、
まず耳で文学の言葉にふれ、次いで、作品をどこまで読
み込めるか、そこに何を感じ、何を見るか、どんな音が
響き、どんな声が聞こえてくるか、グループに分かれて
ディスカッション・発表という形式で進めた。初めて出
会う詩や短編作品を前に、高校生が真剣に、活発にディ
スカッションに取り組み、驚くべきオリジナルな解釈を
次々と提示してくれて、高校生たちの新鮮な読みに、こ
ちらが目から鱗の瞬間の連続だった。
　昼食時には名駅の図書室 WLALi にてピアノ演奏を聴
きながらお弁当を楽しみ、午後はルーシー・グラスプー
ル先生による現代日本のポップカルチャーについての英

語の講義。鶴本花織先生の通訳を介して、ディスカッショ
ンを交え、現代日本社会の魅力についてのチャーミング
な講義に、高校生は目を輝かせて耳を傾けていた。
　1 日のイベントの最後を締め括ったのは、亀山学長に
よる「教養の森へ」の講演である。「教養」とは、個別
の知識を並べ立てるものではなく、自分が感動を受けた
経験を他者と「共有」できるような、知識の広さと深さ
を持つこと、そして、それを可能にしてくれるのが文学
や音楽であって、様々な芸術との出会いが私たちの生を
豊かにし、人と人とをつなぎ、限りない出会いをもたら
してくれることを、高校生に寄り添う言葉で熱く語られ
た。短い時間の中で音楽を共有する体験も織り込まれて、
いきいきと語られた学長のお話に、高校生の反応も熱く、
学長の問いかけに対して次々と手が挙がった。
　盛り沢山のプログラムだったが、高校生は疲れを見せ
る気配もなく、最後まで楽しそうに参加し、懇親会でも
積極的な発言がつづいた。大学での学びの面白さの一端
を知ってもらえたならば幸いである。第 2 回 WlacTALK
フォーラムも計画中である。今後も継続し、高校教育と
大学との建設的な連携の一助になればと願っている。

（ワールドリベラルアーツセンター副センター長　エリス 俊子）



教養
講座

言語
講座

■講座一覧

番号 科目名 担当者 開講曜限 回数 受講料（税込み）

L1 中国語入門 A-1 蟹江 静夫 月曜６限 12 回 16,500 円

L2 ロシア語入門 1 イーホル・ダツェンコ 月曜６限 12 回 16,500 円

L3 ブラジル・ポルトガル語（初級） ジアス・ハダマ・パトリシア 月曜６限 12 回 16,500 円

L4 始めたばかりのイタリア語（初級）　ゆっくりと初歩のイタリア語 アナスタージャ・ブンドック 火曜６限 12 回 16,500 円

L5 ドイツ語入門 1 三宅 恭子 火曜６限 12 回 16,500 円

L6 フランス語入門 1 パク・ジェローム 火曜６限 12 回 16,500 円

L7 洋楽で楽しく学ぶ総合英語 橋尾 晋平 火曜６限 12 回 16,500 円

L8 English Communication ベッキー・アルプ 火曜６限 12 回 16,500 円

L9 韓国語入門 1 李 惠敏 火曜６限 12 回 16,500 円

L10 Writing for Academic Purposes in English トレバー・アストリー 水曜 5限 12 回 16,500 円

L11 Global Topics in English エリック・ヒラタ 水曜 6限 12 回 16,500 円

L12 トルコ語入門 1［在名古屋トルコ共和国総領事館寄付講座］ ガムゼ・ケッレ 水曜 6限 12 回 16,500 円

L13 舞台版『ハリー・ポッターと呪いの子』第 1部を英語で読もう 今井 康貴 木曜 5限 12 回 16,500 円

L14 スワヒリ語入門 1 髙村 美也子 木曜 6限 12 回 16,500 円

L15 中国語入門 B-1 周 素芬 木曜 6限 12 回 16,500 円

L16 Improving English Skills and Discussing the News エティエン・マルソ 木曜 6限 12 回 16,500 円

L17 インドネシア語入門 1（初心者） ウインダルティ・ユリア 金曜 5限 12 回 16,500 円

L18 English Conversation Skills パトリク・ラングリー 金曜 5限 12 回 16,500 円

L19 少し学ばれた方のイタリア語（初中級）　もう一度基礎からのイタリア語 アナスタージャ・ブンドック 金曜６限 12 回 16,500 円

L20 スペイン語入門 1 中川 智彦 金曜６限 12 回 16,500 円

L21 Intercultural Communication in English ケビン・オットソン 金曜６限 12 回 16,500 円

L22 Reading Literature in English カミーロ・ビラヌエバ 土曜 1限 12 回 16,500 円

L23 ブラジル・ポルトガル語（初中級） ジアス・ハダマ・パトリシア 土曜 1限 12 回 16,500 円

L24 タイ語入門 1 寺田 ダラポン 土曜 2限 12 回 16,500 円

L25 様々な社会問題に関して英語でディスカッションしてみよう 柴田 直哉 土曜 2限 12 回 16,500 円

番号 科目名 担当者 開講曜限 回数 受講料（税込み）

C1 日本人が知っておくべき仏教の思想―それが日本の哲学だ！ 湯谷 祐三 月曜６限 12 回 16,500 円

C2 イタリア・ルネサンス　西洋美術の青春時代 桑原 恒和 月曜６限 12 回 16,500 円

C3 外から日本語の文法を見ると？―日本語教育文法― 坂本 正 月曜６限 12 回 16,500 円

C4 Introduction to British Culture ニコラス・ブラドリー 月曜６限 12 回 16,500 円

C5 フランス哲学：知識の哲学（エピステモロジー）入門 上西 晃生 火曜６限 12 回 16,500 円

C6 ネム船長の哲学塾ー「みんなちがってみんないい」で本当にいいのか？ 根無 一信 水曜 5限 12 回 16,500 円

C7 公益通訳翻訳 ヤコブ・マルシャレンコ 水曜６限 12 回 16,500 円

C8

C9

ドストエフスキー『カラマーゾフの兄弟』の謎 亀山 郁夫 水曜６限 4 回 5,500 円

C10

C11

フランス音楽の夕べ ～レクチャー &コンサート～ 大岩 昌子 木曜６限 3回 4,200 円

生命科学と倫理 北川 章 金曜６限 12 回 16,500 円

C12

日中映画史―日本で観られる中国映画のスター（男優編） 楊 紅雲 金曜６限 12 回 16,500 円

ブラジルから見える世界の歴史 鈴木 茂 土曜 2限 4回   5,500 円

名古屋外国語大学オープンカレッジ

公開講座 2023年度春期
名駅サテライトキャンパス内　WLALi（ヴラり）図書室

2023年 3月    8日水－3月29日水
2023年 4月12日水－7月28日金開講

期間

申込
期間

2023年

3/29
申込受付

まで
水

アクセス

名古屋駅 名古屋駅

泥江町

牛島町

明道町

西藪下

則武新町
ルーセントタワー

輪ノ内町

中央郵便局

則武新町四

JR

名鉄栄生駅

亀島駅

地下鉄東山線

AEON
ノリタケの森

名駅キャンパス

堀
川

〒451-0051 愛知県名古屋市西区則武新町３丁目１番17号
受講者の皆様の駐車場のご用意はありません。
来校には公共交通機関をお使いください。

問合せ先

平日10：00～16：00

052-526-3103（代表） 052-526-3104TEL FAX

名古屋外国語大学名駅サテライトキャンパス事務室内、
オープンカレッジ事務局

*授業内容の詳細・シラバスは大学HPおよび2023年度春期オープンカレッジ・パンフレットでご確認ください。
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　　　〃  梅　垣　　昌　子
　　　〃  恒　川　　孝　司（ 常務理事・法人事務局長・
   　　　　名古屋学芸大学副学長）
　事務局  太　田　　惠　雄（事務局長）
  後　藤　　隆　文（庶務部長）
  福　壽　　佳　音

運営者名簿

名古屋外国語大学
ワールドリベラルアーツセンター
〒470-0197 愛知県日進市岩崎町竹ノ山57 
電話：0561-74-1111（代表）　0561-75-2164（直通）
Mail：wlac_gg@nufs.ac.jp

パンデミックの収束が見えてきた１年、ワールドリベラルアーツセ
ンターの活動も一気に勢いを回復し、2022年度は久方ぶりのイベン
ト尽くしの１年となりました。対面の講演会やシンポジウムが次々と
開催され、地域住民の方をキャンパスにお招きする機会も増え、また
ハイフレックス方式でキャンパスでのイベントを海外とつなぐ企画や、
学内でのコンサート、フランスウィーク・韓国ウィーク関連行事など、
多様な企画が目白押しで、息を継ぐ間もなく季節が巡り、今、新たな
春を迎えようとしています。人と人とが対面で場を同じくしてこそ豊
かな経験ができることを改めて感じさせられる１年でもありました。
近隣の高校生をキャンパスに招いて大学での学びを体験してもらう
WlacTALKも軌道に乗りつつあります。また、オープンカレッジ公開
講座も無事に春期、秋期の通常講座、冬期の短期特別講座を終え、２
年目に入って、講座数も増えて参りました。さらに多くの地域の皆様
が名駅キャンパスに足を運んでくださり、多様な学びの場を共有して
くださることを願っております。

これまでのWLACの活動へのご支援に感謝し、引き続きご理解とご
協力を賜りますよう、切にお願い申し上げるしだいです。

（ワールドリベラルアーツセンター副センター長　エリス　俊子）

編 集 後 記

Artes MUNDI（アルテス・ムンディ）
（※ Artes MUNDI（アルテス・ムンディ）とは、ラテン語で「世界の技芸（ぎげい）」のことをいいます。）

　『Artes MUNDI』第８号では、
東京カレッジ長羽田正さんによ
る「グローバルヒストリー」を
めぐる講演、国際ドストエフス
キー協会元会長のウラジーミ
ル・ザハーロフさんによる国際
ワークショップ基調講演を掲載
することができた。本号の特色

として、岡田新先生の力作論文「権力の修辞学ー《ウェールズの魔術
師》と戦時内閣ー」、ウクライナ戦争の深部を穿つ地田徹朗先生の論
文、韓国をベースにポストコロニアリズムと「学び」の問題を考察し
た福島みのり先生の論文など、社会学的かつ現代的な問題意識に貫か
れた論文が並び、前号に比してより総合誌的性格を帯びるにいたった
ことが挙げられる。今後とも、人文、社会、学際の三領域のバランス
に配慮した編集を目指したいと願っている。また、本誌の目玉の一つ
であるコラム（「わたしの好きな絵」）には、去年を上回る寄稿があっ
た。最後に、本誌の刊行にあたっては、前号に引き続き、名古屋学芸
大学の水谷誠孝先生に表紙のイラストをお願いし、他の学術雑誌には
類のない、見事な装丁に仕上がった。記してお礼を申し上げる。また、
2022 年 4 月からは、ワールドリベラルアーツセンター事務職員とし
て福壽佳音さんを新たにお迎えすることとなった。この一年間の彼女
の献身的なお仕事ぶりに心より感謝の意を表するとともに、これから
のさらなる活躍を切に期待している。
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